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園名 宝塚市立 丸橋 幼稚園 園長名 北 聡子 

 

１ 幼稚園教育目標 

豊かな心をもち、たくましく生きる幼児の育成 

 

２ 重点目標 

〇 自分の思いを伸び伸びと表現する幼児      

○ 相手の話をよく聞き、思いを分かろうとする幼児 

〇 最後までやり遂げる幼児         

○ 互いに認め合い、協力して生活する幼児 

 

３ 幼稚園自己評価結果（A：優れている B：良い C：おおむね良好 D：要改善） 

領

域 
評価の観点及び評価項目 

達成

状況 
幼稚園の取組状況・改善の方策 

４ 評価項目ごとの幼稚園関係者評価 

園 

運 

営 

開かれた 

幼稚園 

づくり 

参加人数等を考慮

しながら、保護者が参

加できる内容を工夫

し、幼稚園教育への理

解を図る。 

家庭や地域への情

報発信を行う。 

評議員会等を開き、

幼児の姿や行事を通

して意見を求め、園運

営に生かす。 

A 

 感染症対策が緩やかになってき

たことを受けて、保護者の願いを

受け入れ、不安感を取り除くよう

に配慮しながら、状況に応じて柔

軟に実施するよう工夫した。 

コドモンの活動の記録や幼児の

様子をタイムリーに伝えるスマイ

ル広場に積極的に取り組み、園教

育についての理解が得られるよう

努めた。 

定期的に評議員会を開催し、幼

稚園の状況を伝えたり、今後の園

経営についてご助言をいただいた

りしながら共に考え合うことがで

きた。 

 

  コドモンの活動の記録の配信を、

週２回ほどをめやすに、定期的に実

施していることは評価できる。 

 また、家庭での子どもの話だけで

は分からないことも、活動の記録を

読むことで分かることはありがたい

ことである。 

 今後も継続して取り組んでいただ

きたい。 

子育て支援 

の推進 

未就園児の親子同

士で遊ぶ機会を設け、

地域の子育て支援を

する。 

定期的に子育て相

談を実施し、保護者支

援をする。 A 

園庭開放に来られた方に未就 

園児教室に誘い掛けたり、外部講

師を招いたりして楽しいひととき

をもつことができた。 

 入園園児数が減少しているので 

在宅の３歳児への保育提供を考え

る必要がある。 

 今年度は子育て相談日と未就園 

児教室を同日開催とし、子育て相 

談員の話を聞く機会を設定するこ 

とができた。また、在園児に対し 

ても困っていることがないかなど 

声を掛けながら、共に育てていこ 

うとする姿勢を築いている。 

 

 在園児の子育て相談への希望がほ

ぼないことについては、子育ての悩

みがあまりなかったり、外部の方に

相談するまでもない事柄だったり、

他で相談したりしているのではない

かと推測される。園においては、今

後も保護者が話しやすい雰囲気づく

りに努めてほしい。 

 未就園児教室の日数を再考し、未

就園児親子にとって楽しい居場所と

なることを願っている。 

危機管理 

体制の整備 

実情に応じた危機管

理マニュアルを作成

し、定期的に訓練を実

施する。 

 B 

幼稚園の実態に照らし合わせな

がら、危機管理マニュアルを見直

し、計画を実施した。多様な想定

での訓練に、幼児も職員も真剣に

取り組むことができた。 

 誰もが日頃から危機管理意識を

もち、状況に応じて素早く判断し、

行動することが必要である。 

 

 子どもの目線に立って、危険がな

いかを考えたり、小さな怪我が大き

な怪我につながるということを認識

したりしながら、危険を予知し、対

策を講じることが大切である。 

 



教職員の 

資質向上 

園内研究会を開催

し、教職員間で学び合

う機会をもち、保育力

の向上に努める。 

A 

常に学ぶ意識をもち、意欲的に

保育研究に取り組むことができ

た。保育記録を作成し、幼児の内

面理解に努め、保護者にも自分の

言葉で保育を語ることを大切にし

てきた。 

今後も、幼児の学びに必要な環

境の構成や課題解決に向けて、教

職員が互いに学びながら、協力し

て幼児を育てていくことを大切に

していく。 

 

 園児を教職員全員で育てているこ

とがよく分かり、協力体制がとられ

ている。 

 また、学びたい事柄を出し合いな

がら自主的に学ぶ意欲がもてるよう

に取り組んでいる。 

 

教 

育

課

程 

幼児期に 

ふさわしい  

生活の展開 

個々の幼児のよさを

生かしながら、遊びを

通して年齢にふさわし

い学びが得られる保育

内容を工夫する。 

幼児自身が気付いた

り、学んだりできる魅

力的な環境構成や援助

を工夫する。 

A 

昨年度より異年齢で遊ぶ機会

を多く取り入れたことにより、登

園後に一緒にリレーをしたり、弁

当後に幼児同士が誘い合って遊

んだりするなど自然に関わり合

う姿が見られた。 

また、教師も他学年の幼児と関

わる機会が増え、幼児との関係を

築いたり発達を考慮したりしなが

ら、教職員間で幼児を育てていこ

うとする気持ちをもつことができ

た。 

 

 異年齢で遊ぶ機会を多くもってい

ることは、行事や日々の遊びからも

感じることができる。丸橋幼稚園の

特色として今後も継続して取り組ん

でほしい。 

 

道徳性の 

芽生えの 

育成 

自然や動植物との触

れ合いを通して、生命

の大切さに気付かせ

る。 

友達との関わりなが

ら、自分の思いを伝え

たり、相手を理解した

りする力を育てる。 

B 

 ウサギや虫などの世話を通し

て命の大切さを感じながら、親し

みをもって関わることができた。

年間栽培計画を作成していたが、

気が付くと時期を逃してしまう

ことがあったので、今後は時期に

応じた栽培活動を実施できるよ

う努める。 

トラブルがあったときは、本児

の思いをじっくりと聞いたり、学

級全体のこととして考えられる

ような機会をつくってきた。 

 

 栽培については不慣れな職員も増

えてきているのではないかと推測さ

れる。 

今後は保護者や地域の力を借りて

取り組んでいく方法を考えていくこ

とも必要ではないか。 

課

題

教

育 

校種間の 

連携 

幼稚園の取組を伝え

たり、関わりが可能な

ときには、臨機応変に

対応し交流の機会をも

ったりする。 

A 

コロナ禍の状況が緩やかに変化

してきたことから、プレ１年生の

事業や、保育所・小学校との交流

を再開し、継続して行うことがで

きた。対面だけではなくビデオレ

ターでのやりとりなど工夫するこ

とができた。また、幼保の教師間

で研修会を２回実施することがで

き、幼児の姿を通して育ちや課題

などを考え合うことができた。 

 

 保育園や小学校が隣接している立

地を活かして、連携を実施している

ことが伺える。 

 また、連携の担当同士が連絡・相

談しながら進めていることも評価で

きる。 

人権教育 

人権教育年間計画を

立案すると共に、学級

の課題を随時取り上げ

て保育を行う。 

教師自身の人権意識

を磨き、人権尊重の姿

勢で保育にあたる。 
A 

 人権参観の機会を継続して位置

付け、幼稚園での人権教育のとら

えや幼児の姿や取組などを伝える

と共に、保護者にも人権感覚を振

り返ってもらえる機会とすること

ができた。 

今後も一人一人が常に人権意識

をもちながら保育を見直し、職員

研修を積み重ねながら課題を解決

していくよう心掛ける。 

 

 性別で分けたり、こうであるべき

だといった思い込みであったりする

ことが少しずつ払拭されるされるよ

う、保護者と教師が共に考え合う機

会として人権参観を継続してほし

い。 



特別支援  

教育 

幼児の発達に即した

指導や援助を工夫す

る。 

B 

個別の支援計画を立案し、具体

的な手立てを考え、教師間の連携

を図りながら援助することに努め

た。また、幼児の実態に沿って支

援の手立てを工夫することができ

た。 

保護者とは、送迎時や電話など

で幼児の育ちや課題を共有し、連

携を取るよう心掛けた。 

 

  発達に合った支援を行うことで、

幼児が落ち着いて生活し、皆で成長

している様子が感じられる。 

 今後も幼児が共に成長できるよう

に支えてほしい。 

 

 

５ 幼稚園評価の実施方法についての幼稚園関係者評価 

 行事ごとに保護者や来園者へのアンケートを行い、意見を聞く機会をつくっている。それらを基に評価を行っているので、

実施方法は適切である。 

 

６ 総合的な幼稚園関係者評価 

 ４歳児と５歳児の人数に差があるため保育内容等の苦労もあると思われるが、異年齢保育を取り入れるなど工夫して園運営

を行っていた。 

 

 

 

(1) 評価の観点及び評価項目設定については、各園の実情に応じて、また各園独自の言葉で設定・作成してください。 

(2) 幼稚園が「１」「２」「３」をとりまとめて学校関係者評価委員会で説明し、学校関係者評価委員会は、評価の結果を「４」「５」「６」 

に簡潔にまとめ、園は学校関係者評価の結果を踏まえて報告書を作成し報告してください。また結果の公表に努めてください。 


